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期 間 明和町情報番組め～ナビ 内容

8月3日（木）～
8月10日（木）

8月10日（木）～
8月17日（木）

8月17日（木）～
8月24日（木）

8月24日（木）～
8月31日（木）

8月31日（木）～
9月7日（木）

●ニュース：①人権センター夕涼み会
　　　　　 ②ＡＬＴ退庁式･入庁式　ほか
●トピックス：明和遺産～津島神社 お社塔の屋根葺き替え～

●ニュース・トピックス総集編（1月～8月）

●ニュース：①大淀衹園祭
　　　　　 ②夏休みちゃれんじきっず　ほか
●トピックス：老人クラブ連合会ミニ運動会

●ニュース：①サマーカーニバルin大淀
　　　　　 ②志貴の精霊相撲　ほか
●トピックス：覚えておきたい げんき☆レシピ ～骨太クッキング～

●ニュース：①中村の安産祈祷相撲
　　　　　 ②社協ふれあい祭り　ほか
●トピックス：大淀衹園祭

６：00
７：00
８：00
９：00

10：00
11：00
12：00
13：00
14：00
15：00
16：00
17：00
18：00
19：00
20：00
21：00
22：00
23：00

0：00
1：00

明和町情報番組 め～ナビ
00分　～　ニュース
10分頃～　トピックス
40分頃～　文字放送
50分頃～　お天気
※繰り返し放送

放送時間・番組

※明和町行政チャンネルは「松阪ケーブルテレビ」網で放送しています。放送内容は、原則として毎週木曜日の正午（午後
０時）に更新します。また、放送内容・時間等を予告なく変更する場合がありますので、ご了承ください。

　詳しくは、防災企画課（☎52・7112）へお問い合わせください。

明和町行政チャンネル番組表 〈8月3日（木）～9月7日（木）〉

お天気

（有料広告）

比
べ
て
く
だ
さ
い
!!

浄
化
槽
点
検
の
お
値
段

（有料広告）



まちの話題
広報めいわ　　　　8月号平成29年

（2017年）

「
高
齢
者
等
の
見
守
り
と

支
援
に
関
す
る
協
定
」調
印
式

　

６
月
20
日
、
町
と
株
式
会
社

ぎ
ゅ
ー
と
ら
が
連
携
し
て
見
守
り

支
援
を
す
る
「
高
齢
者
等
の
見
守

り
と
支
援
に
関
す
る
協
定
書
」
の

調
印
式
が
行
わ
れ
、
協
定
が
締
結

さ
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
的
に
、
同
社
と
町

が
見
守
り
と
そ
の
支
援
に
つ
い
て

連
携
・
協
力
す
る
も
の
で
、
具
体

的
に
は
、
６
月
29
日
か
ら
始
ま
る

ぎ
ゅ
ー
と
ら
の
移
動
販
売
「
と
く

明和消防署で行なわれた通常点検の様子

多
気
郡
管
内
消
防
団
幹
部
訓
練

【
点
検
や
実
動
訓
練
を
実
施
】

　

５
月
28
日
、
明
和
消
防
署
と
消

防
署
南
側
の
空
地
で
多
気
郡
管
内

消
防
団
幹
部
訓
練
が
実
施
さ
れ
、

明
和
町
、
多
気
町
、
大
台
町
の
消

防
団
幹
部
や
団
員
約
１
１
０
人
を

は
じ
め
、
松
阪
地
区
広
域
消
防
組

合
、
紀
勢
地
区
広
域
消
防
組
合
の

職
員
や
各
町
関
係
者
な
ど
総
勢

１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
明
和
消
防
署
に
て
消

防
団
員
に
必
要
な
規
律
な
ど
を
確

様々な災害活動を想定した実動訓練

し
丸
」
に
お
け
る
地
域
で
の
見
守

り
支
援
や
、
同
社
の
町
内
店
舗
で

の
見
守
り
支
援
、
そ
し
て
同
店
舗

職
員
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の

登
録
な
ど
の
内
容
が
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。

　

中
井
町
長
は
、「
明
和
町
に
と
っ

て
本
当
に
あ
り
が
た
い
取
り
組
み

で
あ
り
、
高
齢
者
へ
の
支
援
が
広

が
っ
て
い
く
と
よ
い
」
と
コ
メ
ン

ト
し
、
株
式
会
社
ぎ
ゅ
ー
と
ら
の

清
水
秀
隆
代
表
取
締
役
社
長
は
、

「
地
域
へ
出
向
き
販
売
す
る
こ
と

か
ら
、
直
接
顔
を
あ
わ
せ
て
体
調

の
良
し
悪
し
を
伺
う
こ
と
が
で
き

る
。
も
し
も
の
場
合
に
は
、
救
急

車
の
手
配
や
通
院
を
促
す
と
い
っ

た
部
分
ま
で
踏
み
込
ん
で
支
援
し

て
い
き
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
ま

し
た
。

認
す
る
通
常
点
検
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
点
検
の
後
、
消
防
署
南
側
の

空
地
に
お
い
て
様
々
な
災
害
時
の

活
動
を
想
定
し
た
実
動
訓
練
が
行

わ
れ
、
団
員
の
皆
さ
ん
は
安
全
、

確
実
を
第
一
に
、
協
力
し
合
い
な

が
ら
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。

協定書を持つ中井町長（左）と清水社長（右）

明
和
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
ミ
ニ
運
動
会

　

６
月
22
日
、
明
和
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
に
よ
る
ミ
ニ
運
動
会
が

明
和
町
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
地
区
別
の
チ
ー
ム
に

分
か
れ
、
５
つ
の
得
点
種
目
で
点

数
を
競
い
合
う
も
の
で
、
は
じ
め

に
昨
年
の
優
勝
チ
ー
ム
で
あ
る
上

御
糸
地
区
か
ら
阪
村
幸
代
さ
ん
が

代
表
し
て
選
手
宣
誓
を

行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
全
員
で
ラ

ジ
オ
体
操
を
行
い
、
競

技
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
で
は
玉
入

れ
等
の
５
種
目
が
行
わ

れ
、
午
後
は
障
害
物
地

区
対
抗
リ
レ
ー
等
４
種

目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
各
地
区
か
ら
集

ま
っ
た
４
８
０
人
の
参

加
者
ら
は
、
み
な
さ
ん

楽
し
そ
う
に
競
技
に
参

加
し
て
い
ま
し
た
。

　

全
種
目
を
終
了
し
、

得
点
の
最
も
高
か
っ
た

上
御
糸
地
区
が
優
勝

し
、
大
会
２
連
覇
を
飾

り
ま
し
た
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

スプーンリレーの様子（総合体育館）

表
さ
れ
る
様
々
な
事
例
に
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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まちの話題
広報めいわ　　　　8月号平成29年

（2017年）

第
35
回
全
国
町
村
下
水
道
推
進
大
会
が
開
催

　

７
月
６
日
、
第
35
回
全
国
町
村

下
水
道
推
進
大
会
が
い
つ
き
の
み

や
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
村
の
下
水
道
事
業

推
進
の
た
め
に
活
動
す
る
全
国
町

村
下
水
道
推
進
協
議
会
が
主
催
す

る
も
の
で
、
会
員
の
連
携
強
化
や

更
な
る
下
水
道
整
備
の
推
進
を
目

的
に
、
毎
年
、
各
都
道
府
県
が
持

ち
回
り
で
大
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
年
は
明
和
町
で
開
催
さ
れ
、

会
場
と
な
っ
た
い
つ
き
の
み
や
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
は
、
全
国
37

の
都
道
府
県
支
部
や
関
係
機
関
な

ど
か
ら
約
１
６
０
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　

大
会
で
は
会
長
の
奈
良
県
斑
鳩

町
長
に
続
き
、
開
催
地
で
あ
る
明

和
町
を
代
表
し
て
中
井
町
長
が
あ

い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
中
井
町
長
が
議
長
と

な
り
昨
年
度
の
事
業
報
告
や
今
年

度
の
事
業
計
画
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
下
水
道
事
業
に
関
す

る
事
例
発
表
が
行
わ
れ
、
明
和
町

か
ら
は
下
水
道
の
普
及
促
進
に
関

す
る
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　

会
場
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
は
発

全国町村下水道推進大会の様子

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

６
月
23
日
、
７
月
に
実
施
さ
れ

る
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

強
調
月
間
を
前
に
、
多
気
郡
保
護

司
会
の
メ
ン
バ
ー
が
役
場
を
訪
問

し
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
中
井
町
長
に
伝
達
し
ま

し
た
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、

犯
罪
や
非
行
の
防
止
、
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
犯
罪
の
な
い
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
、

今
年
で
67
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

伝
達
式
で
は
、
多
気
郡
保
護
司

会
の
北
岡
泰
会
長
が
内
閣
総
理
大

臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
し
、
中

井
町
長
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

中井町長（右）にメッセージを伝達する
北岡多気郡保護司会長（左）

表
さ
れ
る
様
々
な
事
例
に
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

伝
統
文
化
の

保
存
維
持
に
助
成
金

　

地
域
の
伝
統
文
化
の
継
承
や
後

継
者
の
育
成
支
援
を
目
的
に
、
明

治
安
田
ク
オ
リ
テ
ィ
オ
ブ
ラ
イ
フ

文
化
財
団
が
実
施
し
て
い
る
「
地

域
の
伝
統
文
化
保
存
維
持
費
用
助

成
制
度
」
で
大
淀
の
東
区
自
治
会

が
応
募
し
た
「
祇
園
祭
り
宵
宮
」

の
活
動
に
同
助
成
金
の
交
付
が
決

定
し
、
６
月
23
日
に
津
市
内
で
目

録
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

東
区
総
代
の
福
山
さ
ん
は
、「
助

東区自治会に目録が贈呈されました

ま
ち
づ
く
り
功
労
者
表
彰

　

６
月
16
日
、
東
京
都
文
京
区
で

ま
ち
づ
く
り
功
労
者
国
土
交
通
大

臣
表
彰
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
明

和
町
の
「
史
跡
斎
宮
跡
・
伊
勢
街

道
ま
ち
づ
く
り
会
」
が
受
賞
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
表
彰
は
、
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
と
め
、
特

に
著
し
い
功
績
の
あ
っ
た
個
人
ま

た
は
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、

表
彰
式
に
出
席
し
た
永
島
喬
会
長

は
、「
こ
れ
か
ら
も
斎
宮
跡
と
伊

勢
街
道
の
Ｐ
Ｒ
を
続
け
た
い
」
と

受
賞
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

表彰を受ける永島会長（右）

成
が
決
ま
っ
て
う
れ
し
い
。
祭
り

を
次
世
代
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。」

と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。
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まちの話題
広報めいわ　　　　8月号平成29年

（2017年）

８
月
の
日
曜（
窓
口
）開
庁
予
定
日
の
お
知
ら
せ

　

８
月
の
日
曜（
窓
口
）開
庁
予
定
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。
日
曜（
窓

口
）開
庁
で
は
、住
民
票
や
戸
籍
な
ど
各
種
証
明
書
の
発
行
を
は
じ
め
、

各
種
申
請
書
の
受
付
事
務
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
日
の
役
場
の
手
続
き
等
が
困
難
な
人
は
、
ぜ
ひ
、
日
曜
（
窓
口
）

開
庁
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
８
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
予
定
日
時　

８
月
６
日
・
13
日
・
20
日
・

27
日
（
各
日
曜
日
）、
各
日
と
も
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
・
午
後
１
時

〜
５
時
15
分

※
取
扱
事
務
は
「
窓
口
事
務
」
が
中
心
に
な
り
ま
す
。
詳
細
内
容
は
、

事
前
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ U

RL  http://w
w

w
.tow

n.m
eiw

a.
m

ie.jp/

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
総
務
課
（
☎
52
・
７
１
１
１
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
長
日
曜
座
談
会

　

８
月
20
日
・
９
月
17
日
（
要
事
前
申
し
込
み
）

　

明
和
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
町
長
の
直
接
対
話
や
情
報
交
換

を
通
し
て
、
そ
の
声
を
積
極
的
に
町
政
に
取
り
入
れ
て
い
く
た
め
、

毎
月
１
回
「
町
長
日
曜
座
談
会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
８
月
と
９

月
の
日
程
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
日
時
＝
①
８
月
20
日
（
日
）　

午
前
９
時
〜
正
午
…
申
込
期
限
＝
８

月
14
日
（
月
）、
②
９
月
17
日
（
日
）　

午
前
９
時
〜
正
午
…
申
込
期

限
＝
９
月
11
日
（
月
）　

■
場
所
＝
役
場
庁
舎
２
階　

町
長
室　

■
対

象
＝
町
内
に
在
住
す
る
人
、
ま
た
は
町
内
に
在
住
・
在
勤
す
る
人
で

構
成
す
る
各
種
団
体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど　

■
申
し
込
み
＝
所
定
の
申

込
書
に
必
要
事
項
（
希
望
テ
ー
マ
な
ど
）
を
記
入
の
う
え
、
防
災
企

画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
土
曜
日
と
祝
日

を
除
く
。
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
先
着
順
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、防
災
企
画
課
（
☎

52
・
７
１
１
２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

むらおこし・さいくう祓川（6月5日）

むらおこし・しもみいと
NPO 法人祓川環境美化推進協議会（6月22日）

むらおこし・かみみいと（7月6日）

祓川で水生生物調査を実施
　上御糸小学校、斎宮小学校、下御糸小学校の児童たち
が祓川各地で水生生物調査を行いました。
　この取り組みは、地元を流れる祓川の調査を通じて、
児童たちに川に親しんでもらい祓川の自然を体感しても
らおうと、むらおこし・かみみいと、むらおこし・さい
くう祓川、むらおこし・しもみいとと NPO 法人祓川環境
美化推進協議会がそれぞれ主催し、行っているものです。
　6 月 5 日には斎宮小学校 5 年生 75 人が、6 月 22 日に
は下御糸小学校 3 年生 19 人と 4 年生 21 人が、7 月 6 日
には上御糸小学校の 4 年生 52 人が参加し、祓川の生物や
水質について調査しました。
　むらおこしのメンバーの皆さんに生物の捕まえ方や注
意点を教えてもらいながら熱心に調査に取り組んでいま
した。
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一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
26
案
件
を
審
議
・
可
決

　

平
成
29
年
度
明
和
町
一
般
会
計

予
算
は
、
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
７
０
０
０
万
円
を
増
額
し
、

総
額
を
84
億
１
６
０
０
万
円
と
し

ま
し
た
。
歳
出
補
正
の
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
総
務
費
＝
８
２
４
万
３
千
円
増

額　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
助

成
の
増
額
な
ど

■
民
生
費
＝
１
６
５
万
８
千
円
増

額　

保
育
所
施
設
用
備
品
購
入
費

の
増
額
な
ど

■
農
林
水
産
業
費
＝
９
３
７
万
３

千
円
増
額　

斎
宮
き
ら
ら
の
森
看

板
設
置
工
事
の
増
額
な
ど

■
商
工
費
＝
72
万
円
増
額　

三
重

テ
レ
ビ
情
報
発
信
番
組
制
作
・
放

送
委
託
料
の
増
額

■
土
木
費
＝
４
２
９
０
万
４
千
円

平
成
29
年 

第
２
回
明
和
町
議
会
定
例
会

　

平
成
29
年
第
２
回
明
和
町
議
会
定
例
会
が
、
６
月
13
日
か
ら
16
日
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
助
成
、
一
般
文
化
財
発
掘
調
査
受
託
事
業
の
増
額
な
ど
）
を
は
じ

め
、
特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
、
平
成
28
年
度
事
業
繰
越
明

許
費
計
算
書
の
報
告
な
ど
を
審
議
し
、
26
案
件
（
同
意
1
件
、
承
認
2
件
、

報
告
11
件
、
議
案
12
件
）
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
補
正

増
額　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
事
業
の
の
増
額
な
ど

■
教
育
費
＝
３
５
５
５
万
２
千
円

増
額　

一
般
文
化
財
発
掘
調
査
受

託
事
業
の
増
額
な
ど

■
諸
支
出
金
＝
７
１
５
５
万
円
増

額　

ふ
る
さ
と
寄
附
基
金
積
立
金

の
増
額
な
ど

◇　
　
　
　
　

◇

※
こ
れ
ら
の
歳
出
補
正
予
算
に
伴

う
財
源
（
歳
入
）
と
し
て
、
国
庫

補
助
金
１
９
４
２
万
１
千
円
、
県

支
出
金
１
２
４
２
万
２
千
円
、
繰

越
金
８
８
２
１
万
７
千
円
、
諸
収

入
３
４
１
４
万
円
、
町
債
１
５
８

０
万
円
の
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　

平
成
29
年
度
明
和
町
各
特
別
会

計
・
水
道
事
業
会
計
の
歳
出
・
支

出
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

■
斎
宮
跡
保
存
事
業
特
別
会
計
＝

90
万
円
増
額
（
総
額
４
億
５
９
１

０
万
円
）　

体
験
学
習
施
設
用
備

品
購
入
の
増
額
な
ど

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
＝

90
万
円
増
額
（
総
額
３
億
１
０
０

９
万
円
）　

前
期
高
齢
者
納
付
金

の
増
額

■
水
道
事
業
会
計
＝
２
５
９
万
２

千
円
の
増
額
（
総
額
４
億
３
１
３

９
万
２
千
円
）　

水
源
地
施
設
修

繕
料
の
増
額

　

各
会
計
補
正
予
算
の
ほ
か
、
可

決
さ
れ
た
議
案
等
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
同
意
】

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

に
つ
い
て

【
承
認
】

■
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に

つ
い
て　

明
和
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に

つ
い
て　

平
成
28
年
度
明
和
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

【
報
告
】

■
平
成
28
年
度
津
波
対
策
緊
急
整

備
事
業
（
津
波
避
難
タ
ワ
ー
建
設

事
業
）
繰
越
明
許
費
計
算
書

■
平
成
28
年
度
個
人
番
号
カ
ー
ド

交
付
事
業
繰
越
明
許
費
計
算
書

■
平
成
28
年
度
国
民
年
金
電
算
シ

ス
テ
ム
改
修
事
業
繰
越
明
許
費
計

算
書

■
平
成
28
年
度
農
業
基
盤
整
備
促

進
事
業
繰
越
明
許
費
計
算
書

■
平
成
28
年
度
水
産
物
供
給
基
盤

機
能
保
全
事
業
繰
越
明
許
費
計
算

書■
平
成
28
年
度
中
学
校
建
設
事
業

（
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
業
務
支
援
委
託
）

繰
越
明
許
費
計
算
書

■
平
成
28
年
度
大
規
模
改
造
（
空

調
設
置
）
事
業
繰
越
明
許
費
計
算

書■
平
成
28
年
度
中
学
校
建
設
事
業

（
基
本
設
計
業
務
委
託　

外
）
繰

越
明
許
費
計
算
書

■
平
成
28
年
度
歴
史
的
風
致
維
持

向
上
計
画
推
進
事
業
繰
越
明
許
費

計
算
書

■
平
成
28
年
度
施
設
建
設
事
業

（
宮
川
流
域
関
連
公
共
下
水
道
事

業
工
事
請
負
費
）
繰
越
明
許
費
計

算
書

■
平
成
28
年
度
施
設
建
設
事
業

（
伊
勢
市
公
共
下
水
道
建
設
事
業

負
担
金
）
繰
越
明
許
費
計
算
書

【
議
案
】

■
明
和
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
明
和
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定

個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
明
和
町
行
政
手
続
等
に
お
け
る

情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す

る
条
例
の
制
定

■
明
和
町
ふ
る
さ
と
寄
附
基
金
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
明
和
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

■
明
和
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例■
明
和
町
教
育
委
員
会
委
員
定
数

条
例
の
制
定

■
水
道
料
金
債
権
の
放
棄
に
つ
い

て

特
別
・
事
業
会
計
の
補
正

そ
の
ほ
か
の

同
意
・
承
認
・
報
告
・
議
案

く ら し
広報めいわ　　　　8月号平成29年

（2017年）

町
長
日
曜
座
談
会

　

８
月
20
日
・
９
月
17
日
（
要
事
前
申
し
込
み
）

　

明
和
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
町
長
の
直
接
対
話
や
情
報
交
換

を
通
し
て
、
そ
の
声
を
積
極
的
に
町
政
に
取
り
入
れ
て
い
く
た
め
、

毎
月
１
回
「
町
長
日
曜
座
談
会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
８
月
と
９

月
の
日
程
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
日
時
＝
①
８
月
20
日
（
日
）　

午
前
９
時
〜
正
午
…
申
込
期
限
＝
８

月
14
日
（
月
）、
②
９
月
17
日
（
日
）　

午
前
９
時
〜
正
午
…
申
込
期

限
＝
９
月
11
日
（
月
）　

■
場
所
＝
役
場
庁
舎
２
階　

町
長
室　

■
対

象
＝
町
内
に
在
住
す
る
人
、
ま
た
は
町
内
に
在
住
・
在
勤
す
る
人
で

構
成
す
る
各
種
団
体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど　

■
申
し
込
み
＝
所
定
の
申

込
書
に
必
要
事
項
（
希
望
テ
ー
マ
な
ど
）
を
記
入
の
う
え
、
防
災
企

画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
土
曜
日
と
祝
日

を
除
く
。
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
先
着
順
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、防
災
企
画
課
（
☎

52
・
７
１
１
２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
に
つ
い
て

　

児
童
扶
養
手
当
制
度
は
、
父
母

の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
親
ま
た

は
母
親
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

な
い
児
童
を
養
育
し
て
い
る
一
人

親
家
庭
等
の
生
活
の
安
定
と
自
立

を
助
け
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
た
め
、
対
象
の
家
庭
に
手
当

を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

●
支
給
対
象
者

　

次
の
条
件
に
該
当
す
る
児
童

（
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
）
を
監
護
・
養

育
し
て
い
る
父
ま
た
は
母
や
、
そ

の
父
ま
た
は
母
に
代
わ
っ
て
そ
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
。

【
条
件
】

①
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
ま
た

は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い

の
状
態
に
あ
る
児
童

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か

で
な
い
児
童

⑤
父
ま
た
は
母
か
ら
引
き
続
き
１

年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の

Ｄ
Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た
児
童

⑦
父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１
年

以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑧
母
の
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま

れ
た
児
童

⑨
父
母
と
も
に
不
明
で
あ
る
児
童

●
手
当
月
額
（
平
成
29
年
４
月
か

ら
改
正
）

●
第
２
子
の
加
算
額
及
び
第
３
子

以
降
の
加
算
額
（
平
成
29
年
４
月

か
ら
改
正
）

●
手
当
の
支
払

　

手
当
は
、
毎
年
4
月
、
8
月
、

12
月
の
年
3
回
、
支
払
月
の
前
月

ま
で
の
分
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

●
現
況
届

※
現
在
、
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い

る
人
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

毎
年
８
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で

の
間
に
届
け
出
て
、
支
給
要
件
の

審
査
を
受
け
て
も
ら
い
ま
す
。
関

係
書
類
を
7
月
末
頃
に
送
付
し
ま

す
の
で
、
期
日
ま
で
に
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
は
、

身
体
や
精
神
に
障
が
い
の
あ
る
20

歳
未
満
の
児
童
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
た
め
、
対
象
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
に
手
当
を
支
給
す
る

制
度
で
す
。

児
童
扶
養
手
当
制
度

区　分 手当月額
（児童 1 人のとき）

全部支給
の方 42,290 円

一部支給
の方

前年の所得に応
じ て 42,280 円
から 9,980 円ま
での範囲で決定

区　分 手当月額
（児童 2 人目の加算額）

全部支給
の方 9,990 円

一部支給
の方

前年の所得に応じて
9,980 円から 5,000
円までの範囲で決定

区　分 手当月額
（児童 3 人目の加算額）

全部支給
の方 5,990 円

一部支給
の方

前年の所得に応じて
5,980 円から 3,000
円までの範囲で決定

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

●
支
給
対
象
者

　

身
体
や
精
神
に
障
が
い
の
あ
る

児
童
を
監
護
・
養
育
し
て
い
る
父

ま
た
は
母
や
、
そ
の
父
ま
た
は
母

に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
。

【
障
が
い
の
程
度
】

　

お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
３

級
以
上
、療
育
手
帳
Ｂ
区
分
以
上
。

　

こ
の
ほ
か
、
身
体
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
で
な
い
場
合
で
も
、
医

師
の
診
断
書
で
同
程
度
の
障
が
い

が
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
場
合
に

は
、
手
当
支
給
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

●
手
当
月
額
（
平
成
29
年
４
月
か

ら
改
正
）

障がい等級
手当月額

（児童 1人につき）

１級 51,450 円

２級 34,270 円

●
手
当
の
支
払

　

手
当
は
毎
年
４
月
、
８
月
、
11

月
に
４
か
月
分
が
支
払
わ
れ
ま

す
。

●
所
得
状
況
届

※
現
在
、
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

今
年
は
、
８
月
14
日
か
ら
９
月

11
日
ま
で
の
間
に
届
け
出
て
、
支

給
要
件
の
審
査
を
受
け
て
も
ら
い

ま
す
。
関
係
書
類
を
８
月
初
旬
頃

に
送
付
し
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で

に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
申
請
窓
口
は
、
福
祉
保

健
課
で
す
。
申
請
日
の
翌
月
分
か

ら
の
手
当
が
、
県
知
事
の
認
定
後

に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
所

得
制
限
に
よ
り
支
給
対
象
外
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
福
祉
保
健
課
（
☎

52
・
７
１
１
５
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

く ら し
広報めいわ　　　　8月号平成29年

（2017年）
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く ら し
広報めいわ　　　　8月号平成29年

（2017年）

児
童
手
当
に
つ
い
て

　

次
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の
健

や
か
な
成
長
と
、
家
庭
等
に
お
け

る
生
活
の
安
定
の
た
め
、児
童（
中

学
校
卒
業
ま
で
：
15
歳
の
誕
生
日

後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）
を

養
育
し
て
い
る
人
に
対
し
て
、
児

童
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
が
ま
だ

の
人
は
早
急
に
ご
提
出
く
だ
さ
い

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

に
は
、
６
月
初
旬
に
「
児
童
手
当

現
況
届
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
の

現
在
の
状
況
を
届
け
る
こ
と
で
、

児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要

件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、

こ
の
届
を
提
出
し
な
い
場
合
に

は
、
６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
（
10
月
10
日
に

児
童
手
当
が
支
払
わ
れ
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）。

【
添
付
書
類
】

①
厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
者
は
、

健
康
保
険
証
の
写
し
ま
た
は
年
金

加
入
証
明
書

②
平
成
29
年
１
月
１
日
に
他
の
市

区
町
村
に
住
民
登
録
を
し
て
い
た

人
は
、
平
成
29
年
１
月
１
日
に
住

民
登
録
を
さ
れ
て
い
た
市
区
町
村

で
発
行
す
る
平
成
29
年
度
（
平
成

28
年
度
）
所
得
課
税
証
明
書

※
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
提
出

し
て
い
た
だ
く
書
類
が
あ
り
ま

す
。

※
詳
し
く
は
、
福
祉
保
健
課
（
☎

52
・
７
１
１
５
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

「
臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）」の

申
請
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
８
月
８
日
（
火
）
ま

で
の
間
、『
臨
時
福
祉
給
付
金
（
経

済
対
策
分
』
の
申
請
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　

支
給
対
象
の
可
能
性
が
あ
る
人

に
つ
い
て
は
、
４
月
下
旬
に
申
請

書
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ

申
請
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
人

も
お
見
え
で
す
。

　

受
付
期
間
終
了
後
は
、
申
請
書

を
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
手
続
き
が
お
済
み
で
な

い
人
は
、
早
急
に
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
制
度
の
概
要
、
申
請
手
続
き
な

ど
、
詳
し
く
は
広
報
４
月
号
・
５

月
号
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
福
祉

保
健
課
（
☎
52
・
７
１
１
５
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 最大震度別地震回数 
（平成 29 年 6 月 1 日〜 30 日）

震　度 1 2 3 4 5弱 5強 6弱 6強 7 合計

全　国 153 42 18 3 0 2 0 0 0 218

明和町※ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

※役場に設置の計測震度計による。

■ 町内の治安情勢
 （平成 29 年 5 月１日〜 31 日、概数）

手　口 件数（前月比） 手　口 件数（前月比）

空き巣ねらい １（　０） オートバイ盗 　１（　１）

忍び込み ０（　０） 自転車盗 　０（－５）

部品ねらい ０（－１） その他 　７（　０）

車上ねらい ９（　９） 合　計 １８（　４）

■ 町内の交通事故発生状況
平成29年
5月（概数）

平成29年1月
からの累計

前年比
（累計）

人身事故件数 7 件 36 件 0 件

負傷者数 10 人 52 人 － 4 人

死者数 0 人 1 人 － 2 人

三河川の水質　 採水日（平成 29 年 5 月 12 日）

河川名
項　目

PH BOD SS DO
祓　川（下御糸橋） 7.2 1.1 18.0 9.7
笹笛川（八木戸橋） 7.0 1.6 30.0 7.6
大堀川（大堀川橋） 6.6 1.2 17.0 8.0

参考：B類型（笹笛川）
の環境基準値

6.5以上
8.5以下

3.0
以下

25.0
以下

5.0
以上

※ PH（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、
7 前後が標準河川水）、BOD（生物化学的酸素要求量＝水中の有
機物が微生物の働きによって分解されるときに消費される酸素量
で、河川の汚濁を測る代表的な指標）、SS（浮遊物質量＝水中に
浮遊している微細な固型物の量）、DO（溶存酸素量＝水中に溶
解している酸素量で、汚濁が著しい河川では通常低い値を示し、
魚類が生存できなくなる）※ BOD・SS・DO の単位＝ mg/ℓ

人のうごき

7月の人口
総人口：23,145 人
　　男：11,169 人
　　女：11,976 人
世帯数：8,877 世帯

6月中の主な増減
出　生： 12 人
死　亡： 20 人
転入等：61 人
転出等：47 人
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医
療
費
の
保
険
適
用
分
全
額
相
当
を
助
成
し
ま
す

　

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
は
、
町

内
在
住
の
子
ど
も
、
障
が
い
者
、

一
人
親
家
庭
等
の
皆
さ
ん
が
医
療

機
関
で
診
療
を
受
け
た
際
の
「
医

療
費
の
保
険
適
用
分
全
額
相
当
」

を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

　

各
医
療
費
助
成
の
対
象
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

※
た
だ
し
、
認
定
こ
ど
も
園
・
保

育
園
（
所
）・
幼
稚
園
・
学
校
等

で
の
事
由
に
よ
る
負
傷
等
の
医
療

費
で
、
独
立
行
政
法
人
日
本
ス

ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
等
か
ら
医

療
費
の
給
付
を
受
け
た
場
合
は
助

成
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

前
年
の
所
得
が
下
表
の
所
得
制
限

限
度
額
を
超
え
る
場
合
も
助
成
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

〔
子
ど
も
医
療
費
助
成
〕

■
対
象
者　

中
学
校
３
年
生
ま
で

の
児
童
（
15
歳
に
達
す
る
日
以
降

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に

あ
る
人
）

〔
障
が
い
者
医
療
費
助
成
〕

■
対
象
者　

①
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
か
ら
４
級
ま
で
の
人
、
②
知

的
障
が
い
者
で
療
育
手
帳
Ｂ
２
以

上
ま
た
は
Ｉ
Ｑ
70
以
下
の
人
、
③

精
神
障
が
い
者
で
、
そ
の
等
級
が

１
級
の
人
（
通
院
分
の
み
）

〔
一
人
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
〕

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

■
対
象
者　

①
18
歳
年
度
末
ま
で

の
児
童
（
18
歳
に
達
す
る
日
以
降

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に

あ
る
人
）
を
扶
養
し
て
い
る
母
子

家
庭
・
父
子
家
庭
の
親
お
よ
び
児

童
、
②
父
母
の
い
な
い
18
歳
年
度

末
ま
で
の
児
童

　

対
象
と
な
る
人
は
次
の
も
の
を

持
参
の
う
え
福
祉
保
健
課
で
申
請

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
コ

ピ
ー
、②
振
込
を
希
望
さ
れ
る
通
帳
、

③
印
鑑
、
④
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
⑤
通
知
カ
ー
ド
と
本
人
確
認
書

類
（
④
か
⑤
の
ど
ち
ら
か
一
方
）

※
明
和
町
へ
転
入
さ
れ
た
人
は
所
得

課
税
証
明
書
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

医
療
費
受
給
資
格

認
定
の
手
続
き

■
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け
る
場

合　

受
診
す
る
病
院
等
の
窓
口

に
、
医
療
費
受
給
資
格
証
と
加
入

医
療
保
険
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対

象
者
の
人
は
、
受
給
資
格
証
は
交

付
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
保
険

証
の
み
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

■
県
外
の
医
療
機
関
で
診
療
を
受

け
た
場
合　

受
診
し
た
病
院
等
の

保
険
診
療
明
細
が
記
載
さ
れ
た
領

収
書
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
福

祉
保
健
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
コ
ル
セ
ッ
ト
等
療
養
費
給
付
を

医
療
費
の
助
成
を

受
け
る
場
合

受
け
た
場
合　

受
診
し
た
病
院
等

の
意
見
書
・
装
具
装
着
証
明
書
・

装
具
の
領
収
書
と
印
鑑
を
持
参
の

う
え
、
福
祉
保
健
課
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

■
医
療
保
険
や
届
出
事
項
変
更
の

と
き　

加
入
医
療
保
険
、
ま
た
は

住
所
・
氏
名
（
振
込
先
金
融
機
関
・

世
帯
構
成
・
所
得
等
）
の
届
出
事

項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
14

日
以
内
に
変
更
手
続
き
が
必
要
で

す
。
変
更
手
続
き
の
際
は
、
受
給

資
格
証
と
認
印
、
住
所
・
氏
名
以

外
の
変
更
の
場
合
は
、
新
し
い
保

険
証
の
写
し
（
明
和
町
国
民
健
康

保
険
の
場
合
は
不
要
）
や
通
帳
等

が
必
要
で
す
。

■
受
給
資
格
喪
失
の
と
き　

転
出

や
死
亡
等
に
よ
っ
て
受
給
資
格
を

失
っ
た
と
き
は
、
14
日
以
内
に
受

給
資
格
証
の
返
還
と
資
格
喪
失
手

続
き
が
必
要
で
す
。
資
格
喪
失
手

続
き
の
際
は
、
認
印
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

※
受
給
資
格
の
有
無
等
、
各
医
療

費
助
成
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
福

祉
保
健
課
（
☎
52
・
７
１
１
５
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
は

手
続
き
を

扶養親族
などの人数
（税法上）

子ども医療費 障がい者医療費 一人親家庭等医療費

保護者所得額 本人所得額
配偶者および
扶養義務者
所得額

本人所得額 扶養義務者
所得額

0 人 622 万円 360.4 万円 628.7 万円 192 万円 236 万円

1 人 660 万円 398.4 万円 653.6 万円 230 万円 274 万円

2 人 698 万円 436.4 万円 674.9 万円 268 万円 312 万円

3 人 736 万円 474.4 万円 696.2 万円 306 万円 350 万円

4 人 774 万円 512.4 万円 717.5 万円 344 万円 388 万円

5 人 812 万円 550.4 万円 738.8 万円 382 万円 426 万円

加算額
老人扶養者
１人につき
６万円加算

①老人扶養者
１人につき
10 万円加算

②特定扶養者
１人につき
25 万円加算

老人扶養者
１人につき
６万円加算

①老人扶養者
１人につき
10 万円加算

②特定扶養者
１人につき
15 万円加算

老人扶養者
１人につき
６万円加算

■福祉医療費助成制度　所得制限限度額

く ら し
広報めいわ　　　　8月号平成29年

（2017年）
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京
都
の
人
権
ゆ

か
り
の
名
所
旧
跡

を
案
内
し
た
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
「
京
都

人
権
歴
史
紀
行
」

か
ら
、
今
年
は
立

命
館
大
学
平
和

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と

世
界
最
大
級
の
木

造
建
築
物
が
あ
る

東
本
願
寺
を
見
学

し
ま
す
。

　

ま
た
、
し
ん
ら
ん
交
流
館
の
中

に
あ
る
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
コ
ー
ス
料
理
を
食

し
た
後
に
、
扇
子
の
絵
付
け
を
体

験
し
ま
す
。
世
界
に
た
っ
た
一
つ

の
扇
子
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

■
日　

時

　

第
１
回　

８
月
30
日
（
水
）

　

出
発  

午
前
６
時
30
分

　

帰
着  

午
後
６
時
30
分
（
予
定
）

　

第
２
回　

９
月
21
日
（
木
）

　

出
発  

午
前
６
時
30
分

　

帰
着  

午
後
６
時
30
分
（
予
定
）

■
行
き
先
と
内
容　

立
命
館
大
学

平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
見
学
、
東

本
願
寺
御
影
堂
の
拝
観
と
周
辺
の

自
由
散
策
、
し
ん
ら
ん
交
流
館
レ

第
12
回
京
都
人
権
・
歴
史
紀
行
の
ご
案
内

【
主
催
／
人
権
セ
ン
タ
ー　

企
画
・
実
施
／
㈱
旅
行
屋
】

ひと・まち・
ふれあい企画

人権センター

ス
ト
ラ
ン
「
オ
リ
ゾ
ン
テ
」
で
の

昼
食
、「
京
扇
堂
」
で
の
京
扇
子

絵
付
け
体
験
ほ
か

■
定　

員　

各
回
と
も
40
人
（
先

着
順
）

■
対
象
者　

町
内
在
住
の
20
歳
以

上
の
人

■
参
加
費 

８
０
０
０
円
（
体
験

料
、
見
学
料
、
保
険
料
、
昼
食
代

含
む
）

■
申
込
期
間　

８
月
２
日
（
水
）

～
４
日
（
金
）
の
午
前
９
時
～
午

後
５
時
に
直
接
人
権
セ
ン
タ
ー
へ

参
加
費
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
（
電

話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
）。

※
申
込
期
間
中
は
、
人
権
セ
ン

タ
ー
に
旅
行
会
社
申
し
込
み
窓
口

が
臨
時
開
設
さ
れ
ま
す
の
で
、
参

加
費
を
そ
え
て
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
一
人
の
申
し
込
み
に
つ

き
、
二
人
分
の
参
加
を
申
し
込
め

ま
す
が
、
そ
の
際
は
二
人
分
の
参

加
費
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
先
着

順
の
た
め
、
定
員
に
達
し
次
第
、

申
し
込
み
は
終
了
と
な
り
ま
す
。

※
ツ
ア
ー
当
日
は
、
旅
行
会
社
の

添
乗
員
は
同
行
し
ま
せ
ん
が
、
セ

ン
タ
ー
職
員
が
同
行
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町
人
権
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ひと・まち・ふれあい企画　スタンプラリー対象講座

8月29日（火）「第3回連続人権講座」を開催します
　申込不要です。手話通訳をいたします。みなさまの
ご参加をお待ちしております。

■日時　8月29日（火）　午後7時～8時30分
■会場　いつきのみや地域交流センター
　　　　(明和町大字斎宮2811番地)※駐車場有
■演題　「RAMOトーク＆ライブ
　　　　～知ろうとするより感じてほしい～」
■講師　RAMO さん　自閉症の息子２人をもつ父親とその長男の音楽ユニット。「障がいがあろうが
無かろうが全ての人が他人に少しでも関心を持ち、それぞれの特性に刺激を受けたり笑い合えたりす
るような、やわらかで誰も排除されることのない世の中になってほしい。」この思いを伝えたくて、
全国でトーク＆ライブ活動を続けて 10 年目となる。
※詳しくは、町人権センター（☎55・3052）へお問い合わせください。

お 知 ら せ
広報めいわ　　　　8月号平成29年

（2017年）
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夏
休
み
に
点
字
の
体
験
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

　

点
字
の
基
本
を
学
び
、
自
分
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
文
や
名
刺
な
ど
を

点
訳
し
ま
す
。

　

９
月
に
は
、
ち
ょ
っ
と
成
長
し

た
あ
な
た
に
会
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
！

■
日　

時

８
月
８
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

８
月
９
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

点
字
を
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
！■

定　

員　

各
日
10
人（
先
着
順
）

■
対
象
者　

町
内
在
住
の
人

■
講　

師　

明
和
町
点
字
サ
ー
ク

ル
の
皆
さ
ん

■
持
ち
物　

筆
記
用
具

■
申
込
期
間　

８
月
１
日
（
火
）

～
８
月
４
日
（
金
）
の
間
の
平
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
詳
し
く
は
、
町
人
権
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ふ
れ
あ

い
映
画
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

　

忙
し
い
毎
日
の
中
、
ち
ょ
っ
と

立
ち
止
ま
っ
て
、
人
権
セ
ン
タ
ー

の
映
画
上
映
会
で
「
心
あ
た
た
ま

る
」
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

み
な
さ
ん
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

■
日　

時　

８
月
25
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
20
分

【
ほ
っ
と
心
あ
た
た
ま
る
】

８
月
25
日
に
ふ
れ
あ
い
映
画
会
を
開
催

■
場　

所　

町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
内　

容　

映
画
「
夢
追
い
か
け

て
」（
出
演
者　

三
浦
友
和
、
田

中
好
子
ほ
か
）
の
上
映

※
詳
し
く
は
、
町
人
権
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、市
町
村（
特

別
区
を
含
む
）
の
区
域
で
人
権
擁

護
活
動
を
行
う
、
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
民
間
の
人
達
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
地
域
住
民
の
中

か
ら
人
格
見
識
の
優
れ
た
人
た
ち

を
選
び
、
そ
の
協
力
を
得
て
、
国

民
の
日
常
生
活
の
中
で
人
権
尊
重

思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
と
と
も

に
、
人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
者
を

８
月
17
日
に「
よ
ろ
ず
人
権
相
談
所
」を
開
設
し
ま
す

【
お
気
軽
に
ご
相
談
を
】

救
済
し
、
人
権
を
擁
護
し
て
い
く

と
い
う
考
え
か
ら
設
け
ら
れ
た
も

の
で
す
。

　

町
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
に
よ

る
「
よ
ろ
ず
人
権
相
談
所
」
を
開

設
し
ま
す
。
人
権
に
関
す
る
悩
み

事
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
面
談
ま

た
は
電
話
に
よ
り
ご
相
談
を
お
受

け
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

○
夏
の
疲
れ
を
癒
す

料
理
を
作
ろ
う
！

　

夏
を
乗
り
切
っ
た
体
は
疲
れ
て

い
ま
す
。

　

や
さ
し
く
体
を
癒
す
料
理
の

数
々
を
教
わ
り
ま
す
。

■
日　

時　

８
月
26
日
（
土
）

　

午
前
の
部

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

　

午
後
の
部

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
定　

員　

各
18
人
（
先
着
順
）

■
講　

師　

村
林
新
吾
さ
ん
（
県

立
相
可
高
校
食
物
調
理
科
教
諭
）

と
調
理
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん

■
参
加
費　

２
０
０
０
円

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

ふ
き
ん
・
タ
オ
ル
３
枚

■
申
込
期
間　

８
月
８
日
（
火
）

～
10
日
（
木
）

※
両
方
の
申
し
込
み
が
18
人
に
満

た
な
い
場
合
は
、
午
前
の
部
の
み

の
開
催
と
な
り
ま
す
。

※
受
講
資
格
は
町
内
在
住
の
20
歳

以
上
の
人
と
し
、
申
込
期
間
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時
に
直
接
、
ま

楽
し
い
手
作
り
教
室
の
参
加
者
を
募
集

【
皆
さ
ん 

お
気
軽
に
ご
参
加
を
】

ひと・まち・
ふれあい企画

人権センター

た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
１
回
の
申
し
込
み
に
つ
き
１

人
分
の
参
加
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町
人
権
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
日　

時　

８
月
17
日
（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

■
場　

所　

町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
連
絡
先　

☎
55
・
３
０
５
２（
人

権
セ
ン
タ
ー
共
通
、
通
話
料
金
が

か
か
り
ま
す
）

■
相
談
員　

町
人
権
擁
護
委
員

※
詳
し
く
は
、
町
人
権
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お 知 ら せ
広報めいわ　　　　8月号平成29年

（2017年）
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７
月
７
日
（
金
）、
役
場
庁
舎

に
お
い
て
、
７
月
１
日
付
け
で
新

た
に
人
権
擁
護
委
員
に
就
任
し
た

人
権
擁
護
委
員
の
交
代
に
つ
い
て

牧
田
平
さ
ん
に
法
務
大
臣
か
ら
の

委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
委

員
の
任
期
は
３
年
で
、
平
成
32
年

6月4日（日）斎王まつりでの街頭啓発の様子

　

明
和
町
男
女
（
み
ん
な
）
の
連

絡
会
は
、
町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
で
組
織
し
、
毎
月
の
定
例
会

を
は
じ
め
、
男
女
共
同
参
画
等
に

関
す
る
勉
強
会
や
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い

る
「
町
長
と
語
る
会
」
の
参
加
者

を
広
く
募
集
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日　

時　

８
月
23
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場　

所　

役
場
研
修
室（
１
階
）

男
女
が
と
も
に
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会

「
町
長
と
語
る
会
」の
参
加
者
募
集

【
男
女（
み
ん
な
）の
連
絡
会
】

■
テ
ー
マ　

町
の
子
育
て
支
援
施

策
に
つ
い
て

■
定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

■
対　

象　

町
内
に
在
住
ま
た
は

在
勤
の
人

■
申
込
期
間　

８
月
８
日
（
火
）

～
15
日
（
火
）
の
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
申
込
先　

直
接
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
人
権
セ
ン
タ
ー
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
町
人
権
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
３
０
５
２
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
共

通
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お 知 ら せ
広報めいわ　　　　8月号平成29年

（2017年）

（有料広告）

６
月
30
日
ま
で
で
す
。

　

ま
た
、
６
月
30
日
付
け
で
退
任

し
た
中
野
益
甫
さ
ん
に
は
在
任
中

の
功
績
を
讃
え
、
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

明
和
町
で
は
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
５
人
の
人
権
擁
護
委
員

が
人
権
に
関
す
る
相
談
を
受
け
る

た
め
に
特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

や
、
人
権
尊
重
の
理
念
を
深
め
る

た
め
に
街
頭
啓
発
等
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
町
の
現
在
の
人
権
擁
護
委
員

は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

・
牧
田　
　

平
さ
ん
（
大
淀
）

・
浅
尾　

栄
子
さ
ん
（
上
御
糸
）

・
世
古
小
夜
子
さ
ん
（
下
御
糸
）

・
池
田　

髙
治
さ
ん
（
斎
宮
）

・
山
口　

綾
子
さ
ん
（
明
星
）

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
人
権
セ

ン
タ
ー（
☎
55
・
３
０
５
２
）ま
で
。

委嘱状伝達・感謝状贈呈式の様子
（左から）牧田さん、中野さん
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【
農
地
の
利
用
集
積
と
流
動
化
促
進
】

農
地
の
貸
し
借
り
な
ど
ご
相
談
を

貸
し
借
り
の
申
出
書
は
８
月
31
日
ま
で
に

　

明
和
町
農
業
委
員
会
で
は
、
農

地
の
担
い
手
へ
の
利
用
集
積
・
流

動
化
の
促
進
・
遊
休
農
地
の
解
消

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、次
に
該
当
す
る
人
は
、

町
農
業
委
員
会
ま
た
は
農
業
委
員

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
現
在
耕
作
せ
ず
、
遊
休
化
し
て

い
る
農
地
を
持
っ
て
い
る
人
、
②

だ
れ
か
に
農
地
を
貸
し
た
い
が
相

手
が
見
つ
か
ら
な
い
人
、
③
だ
れ

か
に
農
作
業
の
委
託
を
依
頼
し
た

い
人
、
④
離
農
す
る
人

　

農
地
の
貸
し
借
り
の
申
出
書

（
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
事
業

利
用
権
設
定
申
出
書
）
の
提
出
締

め
切
り
日
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

■
10
月
末
公
告
分

　

８
月
31
日
（
木
）
ま
で

※
農
地
に
関
し
て
、
詳
し
く
は
明

和
町
農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎

52
・
７
１
４
９
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

農 業 委 員 会

　

三
重
県
消
防
協
会
で
は
、
地
域

防
災
の
要
で
あ
る
消
防
団
員
に
対

し
て
応
援
の
輪
を
広
げ
る
こ
と

で
、
消
防
団
へ
の
理
解
の
促
進
、

地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
を
目
的

に
、
消
防
団
員
と
そ
の
家
族
に

サ
ー
ビ
ス
等
を
提
供
す
る
「
み
え

消
防
団
応
援
の
店
」
制
度
を
10
月

か
ら
の
制
度
開
始
に
向
け
て
準
備

中
で
す
。

　
「
み
え
消
防
団
応
援
の
店
」
の

店
舗
登
録
に
是
非
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
店
舗
登
録
の
メ
リ
ッ
ト
】

●
消
防
団
を
応
援
し
、
地
域
防
災

「
み
え
消
防
団
応
援
の
店
」店
舗
登
録
の
お
願
い

力
の
充
実
強
化
に
協
力
す
る
事
業

者
と
し
て
社
会
貢
献
が
で
き
、
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が
期
待
で
き
る
！

●
三
重
県
消
防
協
会
、
県
、
市
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
登
録
店

舗
を
ご
紹
介
！

【
特
典
・
サ
ー
ビ
ス
の
例
】

●
購
入
金
額（
会
計
）の
５
％
引
き

●
生
ビ
ー
ル
、ド
リ
ン
ク
一
杯
無
料

●
全
品
50
円
引
き

●
粗
品
進
呈　

な
ど

※
特
典
や
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
費

用
は
、
事
業
所
様
の
負
担
と
な
り

ま
す
。

■
日　

時　

８
月
27
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

■
場　

所　

中
央
公
民
館　

大
集

会
場

■
内　

容　

発
表
（
楽
器
演
奏
・

踊
り
な
ど
）、
作
品
の
展
示
・
販

売
、
バ
ザ
ー
な
ど
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

■
問
合
せ
先　

め
い
わ
市
民
活
動

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
52
・
７

１
２
９
）

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

発
表
会
の
開
催

　

斎
宮
歴
史
博
物
館
で
は
、
夏
季

企
画
展
「
な
る
ほ
ど
！
発
見
！
斎

宮
！
―
斎
宮
で
自
由
研
究　

平
安

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
編
―
」
を
開
催
中

で
す
。

　

十
二
単
っ
て
い
う
け
ど
、
本
当

に
12
枚
も
着
物
を
着
て
た
の
？
暑

く
な
か
っ
た
の
か
な
？
男
の
人
た

ち
は
ど
ん
な
服
装
だ
っ
た
の
？
お

し
ゃ
れ
っ
て
ど
う
し
て
た
の
？
な

【
今
年
の
夏
休
み
の
自
由
研
究
は
、斎
宮
歴
史
博
物
館
で
】

　

夏
季
企
画
展
を
開
催
中
！ど

な
ど
、
平
安
時
代
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
！

■
開
催
期
間
・
時
間

　

８
月
31
日
（
木
）
ま
で

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

■
休
館
日　

毎
週
月
曜
日

■
開
催
場
所　

斎
宮
歴
史
博
物
館 

特
別
展
示
室

■
観
覧
料　

無
料
（
常
設
展
の
観

覧
に
は
、
別
途
、
観
覧
料
が
必
要

で
す
）

■
イ
ベ
ン
ト

　
（
事
前
申
込
不
要
・
無
料
）

　

夏
休
み
自
由
研
究
相
談
会

　

８
月
18
日
（
金
）・
19 

日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

斎
宮
歴
史
博
物
館

　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

※
詳
し
く
は
、
斎
宮
歴
史
博
物
館

（
☎
52
・
３
８
０
０
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
防
災
企
画
課
（
☎

52
・
７
１
１
０
）
へ
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

※
登
録
に
必
要
な
内
容
等
に
つ
い

て
は
、
三
重
県
消
防
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
ご
案
内
し
て
い
ま

す
。

http://w
w

w
.m

ie-syoubou.jp/

（有料広告）
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明
和
町
体
育
協
会
で
は
、「
明

和
町
体
育
協
会
等
表
彰
」
候
補
者

の
皆
さ
ん
か
ら
の
連
絡
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

■
対
象
者　

対
象
期
間
中
の
各
種

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
お
い
て

①
東
海
大
会
以
上
の
大
会
に
出
場

さ
れ
た
個
人
・
団
体

②
県
大
会
に
お
い
て
三
位
以
上
に

入
賞
さ
れ
た
個
人
・
団
体

【
ご
連
絡
く
だ
さ
い
】

　

体
育
協
会
長
表
彰
等
候
補
者
の
み
な
さ
ん

■
対
象
期
間　

平
成
28
年
９
月
１

日
～
平
成
29
年
８
月
31
日

■
受
付
期
間　

平
成
29
年
９
月
10

日
ま
で

　

被
表
彰
者
は
明
和
ス
ポ
ー
ツ
ま

つ
り
（
10
月
８
日
）・
広
報
等
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
明
和
町
体
育
協
会 

（
☎
52
・
７
１
３
０
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
キ
ッ
ズ
エ
ア
ロ
（
幼
児
）】

■
日　

時　

９
月
９
日
・
16
日
・

23
日
・
30
日

　
（
各
土
曜
日
、
計
４
回
）

　

午
前
11
時
～
11
時
45
分

■
場　

所　

総
合
体
育
館
ロ
ビ
ー

■
対
象
者　

町
内
ま
た
は
近
隣
市

町
の
３
歳
児
（
年
少
）
～
５
歳

児
（
年
長
）

■
募
集
人
数　

先
着
20
人

■
参
加
費　

町
内
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　

町
外
２
０
０
０
円

ス
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

　

明
和
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
で
ダ
ン

ス
・
演
奏
会
な
ど
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
で
発
表

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
参
加
申
し
込

み
は
８
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
総

合
体
育
館
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
参
加
希
望
団
体
は
町
内

の
団
体
を
優
先
と
し
、
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す
。

■
日　

時　

10
月
８
日
（
日
）

　

明
和
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
、
お
昼

　

休
み
の
時
間
帯
（
雨
天
中
止
）

■
場　

所　

明
和
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド 明

和
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
出
演
者
大
募
集
！

※
詳
し
く
は
明
和
町
体
育
協
会

（
☎
52
・
７
１
３
０
／
FAX52
・

７
１
３
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

８
月
の
町
税
・

保
険
料
納
期

　

８
月
の
町
税
・
保
険
料
納

付
は
次
の
と
お
り
で
す
（
年

金
天
引
き
を
除
く
）。

■
町
県
民
税
＝
第
２
期
分
、

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保

険
料
＝
各
第
５
期
分
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
＝
第
２

期
分

■
納
期
限
＝
８
月
31
日
（
木
）

※
口
座
振
替
の
場
合
は
８
月

28
日
（
月
）
に
振
替
し
ま
す
。

夜
間
・
日
曜
納
税
窓
口

◎
平
日
夜
間
納
付
・
相
談
窓
口

■
日
時　

８
月
10
日
（
木
）、

８
月
25
日
（
金
）、
各
日
と
も

午
後
５
時
15
分
〜
８
時
30
分

■
場
所
と
内
容　

税
務
課
、町

税
・
保
険
料
の
納
付
・
相
談

◎
日
曜
納
税
窓
口

■
日
時　

８
月
６
日
・
13
日
・

20
日
・
27
日（
各
日
曜
日
）、
各

日
と
も
午
前
８
時
30
分
〜
正

午
・
午
後
１
時
〜
５
時
15
分

■
場
所
と
内
容　

会
計
課
、町

税
・
保
険
料
の
納
付

◇　
　
　
　

 

◇

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
（
☎

52
・
７
１
４
３
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

交通事故相談会の開設（8月・9月）
　明和町では、交通事故被害者支援センター派遣
員による交通事故（過失割合の判例、示談の仕方・
進め方、賠償請求と賠償額の算定、その他相談等）
の相談会を次の通り開催します。
　皆さん、お気軽にご利用ください。
■日時
　8月9日（水）午後1時～3時　※1人1時間
　【要予約】申込期限　8月8日（火）午前11時
　※土曜日・祝日・休日を除く。
　9月13日（水）午後1時～3時　※1人1時間
　【要予約】申込期限　9月12日（火）午前11時
　※土曜日・祝日・休日を除く。
■場所　明和町保健福祉センター
　※詳しくは、 人権生活環境課環境・住民協働係
　（☎ 52・7117）へお問い合わせください。

■
保
険
料　

８
０
０
円

■
申
込
受
付
日
時

　

８
月
９
日
（
水
）
～
18
日
（
金
）

※
受
付
期
間
中
、
総
合
体
育
館
受

付
窓
口
に
あ
る
申
込
用
紙（
幼
児
・

小
学
生
対
象
ス
ク
ー
ル
は
各
学
校

等
へ
配
布
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
参
加
費
・
保
険
料
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
日
程
・
会
場
等
は
事
情
に
よ
り

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
明
和
町
体
育
協
会

（
総
合
体
育
館
内
☎
52
・
７
１
３
０
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

お 知 ら せ
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８月と９月の「消費生活相談」窓口の開設
　明和町では、消費生活相談員による消費生活相
談（消費生活に関する苦情やトラブル等）の窓口
を次のとおり開設します。皆さん、お気軽にご利
用ください。
■日時・場所　① 8 月 8 日（火）、② 9 月 12 日（火）
＝各日とも午前 10 時〜正午・午後 1 時〜 3 時
■場所　役場１階相談室
※詳しくは、人権生活環境課 環境・住民協働係
　（☎ 52・7117）へお問い合わせください。

８月と９月の行政相談・心配ごと相談
■日時と内容　① 8 月 7 日（月）午前 9 時 30 分
〜正午＝行政相談・心配ごと相談、②8月21日（月）
午後 1 時 30 分〜 4 時＝心配ごと相談、③ 9 月 4
日（月）午前 9 時 30 分〜正午＝行政相談・心配
ごと相談、④ 9 月 19 日（火）午後 1 時 30 分〜
4 時＝心配ごと相談
■場所　明和町保健福祉センター
※詳しくは、明和町社会福祉協議会
　（☎ 52・7056）へお問い合わせください。

松阪および伊勢の休日夜間応急診療体制について
松阪休日夜間応急診療所の診療時間が一部変更になりました

※診察等に関するお問い合わせは、各医療機関へ直接お問い合わせください。
※上記の時間外の診療や、対応診療科以外の受診を希望される場合は、三重県救急医療情報センター
　（☎ 0598・26・1199）へお問い合わせください。
※子どもの急な病気や事故・薬に関する電話相談
　みえ子ども医療ダイヤル（☎♯ 8000、059・232・9955）毎日午後 7 時 30 分～翌朝 8 時

休日夜間応急診療所を利用する際の注意事項について
①休日夜間応急診療所は、比較的軽症な患者の応急的な治療・処置を行うところです。気になる症状

がある時は、早めにかかりつけ医を受診し、夜間や休日の対処方法などについて相談しましょう。
②「日中は忙しいから」、「夜間でも診療してもらえるから」などの理由で安易に夜間や休日に受診す

ることはやめましょう。
③「応急診療所」ですので、薬は原則 1 日分の処方となります。

医療機関 松阪休日夜間応急診療所 いおうじ応急クリニック 伊勢休日夜間応急診療所
電話番号 0598-23-1364 0598-31-3480 0596-25-8795

各日の
診療時間

月

午後8時～10時30分
※小児科は3歳以上の診療

－

午後7時30分～10時

火 午後6時30分～9時30分、
午後10時30分～翌朝8時

水 －

木 午後0時30分～3時30分、
午後5時～午後8時

金 午後6時30分～9時30分、
午後10時30分～翌朝8時

土 －

日 午前0時～6時（土曜深夜）、
午前9時～正午、午後2時～5時 午前8時30分～午後2時、

午後5時～8時 午前10時～正午、
午後1時～5時、

午後7時30分～10時
祝日

午前9時～正午、
午後2時～5時年末

年始 午後0時30分～午後8時

お 知 ら せ
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「
認
知
症
カ
フ
ェ
」～
話
し
て
ス
ッ
キ
リ
、コ
コ
ロ
軽
や
か
～

【
認
知
症
の
人
と
家
族
介
護
者
の
交
流
会
】

　

明
和
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
認
知
症
の
人
や
家
族

介
護
者
の
情
報
交
換
や
気
分
転
換

を
目
的
に
、
交
流
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

　

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
気
軽
に
お

し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

８
月
24
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場
所　

Cafe

茶
々
（
明
和
の
里

敷
地
内
）

■
参
加
費　

メ
ニ
ュ
ー
の
自
己
負

担
の
み
（
飲
み
物
１
０
０
～
３
５

０
円
、
団
子
・
ケ
ー
キ
等
７
０
～

「
ハ
ー
ト
の
日
」ご
案
内

　

三
重
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

「
ハ
ー
ト
の
日
」
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

　

講
演
・
認
知
症
予
防
・
健
康

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
る
企
画
で
す
。
皆
さ
ま
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
気
軽
に
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

８
月
11
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所　

三
重
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

■
内
容　
「
超
高
齢
化
社
会
を
克

服
す
る
～
認
知
症
・
フ
レ
イ
ル
か

ら
、
次
世
代
を
育
て
る
～
」
を

敬
老
福
祉
大
会  

本
年
度
は
10
月
14
日（
土
）に
開
催

【
明
和
太
鼓
に
よ
る
演
奏
も
】

　

町
と
明
和
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
で
は
「
平
成
29
年
度
敬
老
福
祉

大
会
」
を
、
10
月
14
日
（
土
）、

町
総
合
体
育
館
で
開
催
し
ま
す
。

　

大
会
へ
の
参
加
に
つ
い
て
は
、

９
月
１
日
現
在
で
70
歳
以
上
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
、
案
内
状
（
往
復

は
が
き
）
を
８
月
中
旬
に
送
付
し

ま
す
。

　

参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
返
信

は
が
き
部
分
の
参
加
申
込
書
を
切

り
取
っ
て
、
９
月
15
日
（
金
）
ま

で
に
、
郵
送
（
切
手
不
要
）
等
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、

不
参
加
の
場
合
は
、
返
信
な
ど
の

連
絡
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
69
歳
以
下
で
老
人
ク
ラ

ブ
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
老
人

ク
ラ
ブ
で
大
会
参
加
の
取
り
ま
と

め
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
長
寿
健
康
課
高
齢

者
福
祉
係
（
☎
52
・
７
１
１
６
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
に
、
認
知
症
の
専
門
家
に

よ
る
講
演
、
麗
明
智
翔
さ
ん
等
に

よ
る
和
楽
器
コ
ン
サ
ー
ト
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
、「
減

塩
健
康
ラ
ン
チ
」
な
ど

■
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先　

三
重
ハ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
（
☎
55
・
８
１
８
８
）

２
５
０
円
、
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
４
０

０
～
５
０
０
円

■
参
加
申
し
込
み　

明
和
町
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
52
・
７

１
２
７
）へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　夏本番を迎え、なんとなく「からだがだるい」「食欲がない」などの夏バテ症状は出ていませんか。
冷房での身体の冷えや暑さで眠りにくいことなどが自律神経を乱れさせ、夏バテの原因となります。
　運動は自律神経を整え、夏バテを予防、解消する効果があります。「おとな元気教室」で楽しく身体
を動かすことで、夏バテにさよならしましょう！！
　ご自分の体力に合わせてコースを選んでいただけます。ぜひお誘い合わせの上、ご参加ください。
水分補給できるものを忘れずに持ってきてください。

■日　　時　８月４日（金）、７日（月）、18 日（金）、21 日（月）
　　　　　　初級コース／午前９時～ 10 時　　中級コース／午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分
■場　　所　明和町総合体育館
■持ち物等　運動しやすい服装、運動シューズ、水分（お茶など）、タオル

※申し込みは不要です。参加希望の人は、当日総合体育館へお越しください。
※詳しくは、長寿健康課健康ほけん係（☎ 52・7116）までお問い合わせください。

おとな元気教室（健康アップ運動教室）
好評開催中!!

お 知 ら せ
広報めいわ　　　　8月号平成29年
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ご利用ください 明和町障がい者生活支援センター ♬ここ♪ ☎ 52・7127

　障がいのある人をはじめ、家族や支援者の皆さんを対象とする総合相談窓口「明和町障がい者生活
支援センター♬ここ♪」では、障がい者の皆さんの自立と社会参加を目指し、地域で安心して生活で
きるよう、専門の相談支援員による電話・面談相談や訪問、相談支援等の業務を行っています。

◎支援等内容のご案内
■利用対象
　身体・知的・精神障がいのある人、その家族・
支援関係者
■支援等の内容
①日常生活全般の相談
②福祉サービス等の利用援助（情報提供と申請
手続きの支援）
③専門関係機関（病院、ハローワーク、特別支
援学校等）の紹介と連携
④支援のネットワークづくり
⑤ 交流の場「ここサロン」、障がいの理解啓発学
習会の定期的開催等
■場所　保健福祉センター内
明和町障がい者生活支援センター
■開設日時
月〜金曜日（祝日を除く）、
午前８時 30 分〜午後５時 15 分

◎デイケアへ参加しませんか？
　精神に障がいのある方々を対象にデイケアを
行っています。みんなでおしゃべりやお料理、ス
ポーツなどを楽しみませんか？
■日時　毎月第1・3水曜日　午前10時～午後2時
■場所　明和町保健福祉センター

◎「ななかまどの会」が開催されています
　精神に障がいのある人のご家族が自主的に集
まり、気軽に話し合う茶話会が毎月開催されてい
ます。この度、茶話会の名前を「ななかまどの会」
と決定しました。「ななかまど」とは、バラ科の落
葉高木で、花言葉に「私はあなたを見守る」とい
う意味があります。ご本人の疾病、日頃の生活、医
療や福祉サービスのことなどについて、同じ悩み
を持つご家族同士で話し合い、情報交換や交流を
深めることを目的としていますので、どうぞお気
軽にご参加ください。
■日時　毎月第 3 木曜日　午後 1 時から
■場所　明和町保健福祉センター

◎ここサロン「料理教室」の参加者を
　募集します
　今回は、中央公民館にて簡単な料理を作る会を
計画しました。ぜひお気軽にご参加ください。
■日時　９月２日（土）午前 10 時～午後１時
■場所　明和町中央公民館　調理室
■対象　障害のある人 15 人
■参加費　無料
■参加申込期限　８月 25 日（金）

※詳しくは明和町障がい者生活支援センター♬ここ♪（明和町保健福祉センター内、☎ 52・7127、
FAX 52・7128、メール shien@town.mie-meiwa.lg.jp）へお問い合わせください。

（有料広告） （有料広告）

お 知 ら せ
広報めいわ　　　　8月号平成29年

（2017年）
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夏祭り（社協ふれあい祭り）開催
　夏祭り（社協ふれあい祭り）を開催します！
■日時　8月26日（土）　午後4時30分～8時
■場所　明和町社会福祉協議会・明和の里
　ゲームやくじ引き、菓子まきなど楽しい催しものがたくさ
ん♪ ふるまいや Cafe 茶々の販売、ビアガーデン（ノンアル
コールのみ）もあります♪
　みなさんお誘い合わせのうえお越しください！

福祉のまちづくり
資金（社協会費）
募集協力のお礼
　福祉のまちづくり資金（社
協会費・7/1 ～ 7/31）にご協
力いただきありがとうござい
ました。皆様からお寄せいた
だきました会費は各地区の地
区福祉委員会へ配分され、小
学校の入学・卒業祝いや運動
会の助成金などに使われます。
　また「社協ふれあい祭り」
開催、広報誌「社協だより」
発行、日常生
活自立支援事
業助成などに
使わせていた
だきます。

（有料広告）

明和町社会福祉協議会（明和の里内）
三重県多気郡明和町大字馬之上 917-1
TEL 52・7056　FAX 52・7057
http://www.ma.mctv.ne.jp/~mei-skyo/

社協だより

※詳しくは社会福祉協議会（☎ 52・7056）へお問い合わせください。

　一緒に祭りを盛り上げてくださるボランティアさんを募集
しています。詳しくは社協（担当：井上・畑中）までお問い
合わせください。

●実施日　８月 21 日（月）、９月 15 日（金）
●受付時間　午後１時 30 分～３時 30 分（おひとり 30 分程度）
●対象者　こころの健康に悩むご本人、ご家族、関係機関の人※精神科病院または精神科クリニック
　　　　　等に定期通院されている人はご遠慮ください。
●内　容　精神科医師による個別相談　※診察ではないので薬はでません。
●実施場所　松阪保健所（松阪庁舎１階母子診察室）

※事前予約が必要です。松阪保健所 保健衛生室地域保健課（☎ 0598・50・0532）へお申し込みください。

こころの健康相談

お 知 ら せ
広報めいわ　　　　8月号平成29年

（2017年）

090-8956-9299
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お 知 ら せ
広報めいわ　　　　8月号平成29年

（2017年）

「明和町幼稚園・保育所・こども園再編方針」について
　明和町では、この度町内にある幼稚園・保育所・こども園を将来どのように再編していくかの方針をまとめました
ので、その概要版を掲載いたします。この方針の基に、これからの具体的な施策を展開していくことにしています。
　既に、統廃合を検討していくとしている幼稚園・保育所の在園児の保護者の皆様等には説明会を実施し、ご意見等
をお伺いしているところです。説明会でいただいた意見等も尊重しながら、今後の取り組みを進めていきますのでご
理解をお願いいたします。
　なお、この再編方針に対するご意見・ご質問・ご要望等は、教育委員会事務局こども課こども支援係（☎ 52・
7123）までお問い合わせください。

「明和町幼稚園・保育所・こども園再編方針」（平成29年4月）【概要版】
1. 現 状 …………………………………………………………………………………………………………………………
　明和町は、町立の就学前保育・教育施設として、幼稚園が３園、保育所が３園、こども園１園を有しており、現状
は以下のとおりとなっています。なお、私立についても、こども園が１園あり、当町の就学前保育・教育を担っても
らっています。
○双葉幼稚園、旭ヶ丘幼稚園、斎宮幼稚園　　○なりひら保育所、ささふえ保育所、みどり保育所
○みょうじょうこども園　　○私立明和ゆたか園
2. 課 題 …………………………………………………………………………………………………………………………
　核家族化や、女性の社会進出等の関係により、乳幼児の段階から子どもを預けたいと考える家庭や、長い時間預か
ってほしいと思う家庭が増えてきています。そうした中で、幼稚園より、保育所、こども園へのニーズが高まってき
ています。特にこども園については、３歳以上児の保護者にとっては、就労等の状況の変化による転園の必要がない
ため、高いニーズとなってきています。このような変化するニーズに対応していくとともに、できるだけ受入れ園児
数の均一化による適正規模での保育・教育の実現を図っていくための方策が求められてきています。
3. 方 針 …………………………………………………………………………………………………………………………
　平成 24 年３月に出された「明和町就学前保育・教育検討委員会」からの答申を受けて、町教育委員会が平成 24 年
６月にまとめた「明和町就学前保育・教育施設整備の基本的な考え方」（①曙幼稚園と暁幼稚園を統合し、「認定こど
も園」を整備する。②津波浸水想定区域内に位置しているなりひら保育所と双葉幼稚園については、早急な避難対策
として小学校に外階段を設置し、減災対策を講じる。将来的には、ささふえ保育所、旭ヶ丘幼稚園を含めた４園を統
廃合することにより、適正な規模の「認定こども園」として再配置することを検討する。③みどり保育所、斎宮幼稚
園とも、それぞれを「認定こども園」とすることを検討する。）を基本としながら、特に幼稚園ニーズの低下と少子
化の進行、及び津波への対策の必要性を踏まえ、次のことを方針として進めていきます。

一、 幼稚園については、３歳以上児の各年齢別クラスの園児の数が2/3以上のクラスにおいて10人に満たない場合は、統廃
合もしくは休園の対象園とします。

一、 保育所、こども園において、定員の60％未満となる保育所・こども園については、統廃合もしくは休園の対象とします。
一、 津波浸水想定区域内にある施設については、移転を前提に検討を進めます。
一、 既存幼稚園・保育所のこども園化を推進していきます。
一、 複数の施設を統廃合したこども園の整備を検討します。

これらの基本方針をもとに、各園・所に対する具体的な方針を次のとおりとします。
○双葉幼稚園　幼稚園へのニーズの低下や、少子化の影響により園児数の減少が続いている状況にあり、今後園児数
が増加する見込みも薄いことから、子どもたちへの充実した集団保育・教育の実施が困難な状況が続くとの判断のも
と、また津波対策上からも、早急に旭ヶ丘幼稚園、なりひら保育所も含めた園児数を収容できる新たなこども園の整
備を計画し、統合していきます。
○旭ヶ丘幼稚園　旭ヶ丘幼稚園の園児数も減少傾向にあることから、双葉幼稚園およびなりひら保育所と統合した新
たなこども園の整備を計画していきます。
○斎宮幼稚園　園児数増加を図る対策として３歳以上児のみのこども園化、もしくは小規模保育所との一体運営化を
計画します。
○なりひら保育所　津波対策と園児数減少の対策として、旭ヶ丘幼稚園、双葉幼稚園を含めた新たなこども園の整備
を計画し、統合していきます。
○ささふえ保育所　新たなこども園の整備規模を検討していく中で、統合の対象に含めるか否かの検討を行います。
○みどり保育所　園児数維持のため、こども園化の検討を行います。
○みょうじょうこども園　明和町における就学前教育・保育施設の拠点園と位置づけ、役割の充実を図っていきます。
○私立明和ゆたか園　公立保育所の施設整備には国・県からの期待できるだけの財政支援がないことなど困難な問題
があるため、民間の力を借りた整備も検討していく必要があることから、町の進める就学前の保育・教育施策の全般
においてこれまで以上の連携・協力体制を求めていきます。
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平成29年度ファミ・サポ養成講座受講生募集のご案内
　明和町ファミリー・サポート・センターでは、子育てや日々の生活に役立つ情報満載のファミ・サポ養
成講座を次の日程で開催します。みなさんの参加をお待ちしています！
■日程

開催日時・場所 講師・演題（講座内容）

第１回　９月７日（木）
午前10時～正午

町保健福祉センター　多目的室

中北 裕子 先生（三重県立看護大学地域在宅看護学講師）
「健やかな暮らしのために」

～タッピングタッチで心も体もリフレッシュ～

第２回　９月14日（木）
午前10時～正午

町保健福祉センター　多目的室

馬場 啓子 先生（管理栄養士・食育「はぐくみ隊」代表）
「子どもの栄養と食生活」

第３回　９月28日（木）
午前10時～正午

町保健福祉センター　多目的室

富内 直美 先生
（日本赤十字三重県支部主査・赤十字幼児安全指導部員）

「幼児安全法」～子どもの救急法と応急手当～

第４回　10月11日（水）
午前10時～正午

町保健福祉センター　多目的室

林 千智 さん（多気町立勢和図書館）
「子どもと楽しむ絵本」～絵本が育む心の豊かさ～

■参加費　無料　　■定員　15 人
■託児　小さいお子さまがいる場合には、託児ボランティアによる託児も可能です。希望される場合は、お
子さまの氏名、年齢を教えてください。（託児料１人１回 300 円）
■参加申込　８月 31 日（木）までに、お名前・ご住所・ご連絡先・託児の有無を電話・FAX・Ｅ -mail の
いずれかでお申し込みください。
役場　こども課内　明和町ファミリー・サポート・センター
☎： 52・7123（土曜、祝日を除く午前8時30分～午後5時15分）　　Fax： 52・7133
E-mail： fami-sapo@town.meiwa.mie.jp
※明和町ファミリー・サポート・センターとは、町内において、子どもの預かり・送迎等の「子育てを助
けてほしい人（依頼会員）」と「子育ての手伝いができる人（援助会員）」からなる「子育て相互援助活動
支援組織」です。アドバイザーが依頼会員と援助会員との「連絡・調整（マッチング）」を行うことにより、
会員同士（地域）でお互いに助け合いながら子育ての援助を行うことを目的としています。

　福祉・介護の現場に就労を希望する一般の人
や学生を対象に、就職活動の支援や、求人情報
の提供、福祉施設などとの個別面接会および福
祉の仕事などについて相談することができる「福
祉・介護の就職フェア」を開催します。
■日　時　9月24日（日）午後1時～3時30分
■会　場　ホテルグリーンパーク津　６階
　　　　　（津市羽所町700）
■対　象　福祉・介護の職場に就職希望、
　　　　　または関心がある一般の人・学生
■参加費　無料
※託児あります。 9月19日（火）までに事前予約が
必要です。
■申し込み・問い合わせ　三重県社会福祉協議会
　三重県福祉人材センター（☎059・227・5160）

福祉の現場見学バスツアーinみえ
　就職活動をしている一般の人や学生を対象に、福祉施
設を見学したり、職員から働きがいや仕事の内容を直接
聞いたりすることにより、福祉施設で働く魅力やイメー
ジを作っていただきやすいよう、福祉の現場見学バスツ
アー見学バスツアー in みえ」を開催します。
■日　時　9月9日（土）午前9時～午後５時
■訪問先　伊勢志摩地域の福祉施設
■対　象　福祉・介護の職場に就職希望、
　　　　　または関心がある一般の人・学生
■定　員　20人（先着順）
■申　込　事前申し込みが必要です。
　　　　　下記までお申し込みください。
■参加費　無料
■申し込み・問い合わせ　三重県社会福祉協議会
　三重県福祉人材センター（☎ 059・227・5160）

福祉・介護の就職フェア
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月
25
日

（
金
）
ま
で
に
福
祉
保
健

課
（
☎
52
・
７
１
１
５
）

へ※
先
着
15
人

【明和町立児童センター】　児童センター（上村 1419 番地）は、｢健全な遊びの場｣ を提供する児童厚
生施設です。未就学児から小学生・中学生まで利用できます。（未就学児は必ず保護者同伴）
■開館日時　月曜～土曜の午前 9 時～午後 5 時（ただし、日曜・祝日・年末年始は終日休館）

お気軽にご参加を　子どもたち対象　各種行事の参加者を募集

※教室内容のお問い合わせ・参加申し込みは、児童センター（☎ 52・2519）までお願いします。

夏の星空観察会

　親子で夏の星空を楽しんでいただく星空観察会を開催しま
す。当日は、経験豊富な指導者が、夏の星座案内と天体望遠鏡
を使った天体（星雲・星団・土星など）の説明をします。みな
さん、夕涼みをしながら、夏の星空観察を楽しんでみませんか。

◆日　時　8月18日（金）　午後7時30分～9時
　※天候不良の場合、延期／8月25日（金）　午後7時30分～9時
◆場　所　斎宮幼稚園　駐車場内
◆対象者　明和町在住の親子25組（先着順）
　※保護者同伴必須
　※お子様は必ず保護者の責任の下に見守りをお願いします
◆参加費　無料
◆申し込み期間　8月7日（月）～17日（木）

夏休み工作教室

　『みえこどもの城』より工作の先
生をお招きして、楽しい工作教室
を行います。たくさんのご参加お
待ちしています。

◆日　時　8月9日（水）
　　　　　午後2時～3時30分
◆対象者　明和町在住の小学生
◆定　員　30人
◆持ち物　懐中電灯
◆参加費　無料
◆申し込み期間
　8月1日（火）～8日（火）

お 知 ら せ
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未就園児と保護者の皆さんご利用ください

【子育て支援センター　行事予定】

　いちごくらぶ

◎おはなし会
■日時　8月10日（木）午前10時30分～11時
※申込不要
◎貝殻を使って製作しよう!
■日時　8月4日（金）午前10時～11時
■定員　15人
※申込必要
◎小麦粉から粘土を作ろう!
■日時　8月18日（金）午前10時～11時
■定員　15人
※申込必要
◎マリンバ演奏会
■日時　8月22日（火）午前10時～11時
■定員　15人
※申込必要
◎プールに入って遊ぼう
■日時　8月30日（水）午前10時～11時
■定員　15人
※申込必要・雨天中止

【いちごくらぶ（明和ゆたか園２階）】
☎080・4155・0291
月～金（午前9時～午後2時）
 URL  http://www.toyotsujidou.com/meiwa/

　おひさまひろば

◎親子ふれあいヨガ（うさぎコース・2歳児向け）
■日時　8月7日（月）午前10時～
※申込不要
◎親子ふれあいヨガ（ひよこコース・0～1歳児向け）
■日時　8月28日（月）午後1時30分～
※申込不要
◎おひさまひろばの開館日（9月前半まで）
8月1日（火）、2日（水）、4日（金）、7日（月）、9日（水）、
16日（水）、18日（金）、25日（金）、28日（月）、30日（水）、

　子育て支援センターは、保育所や幼稚園に未就園の子どもとその保護者の皆さんにご参加いた
だき、各種行事などを通じて一緒にお話したり、楽しく遊んだり、また子育てなどの情報交換が
できる場で、各種行事を次のとおり行います。皆さん、どうぞお気軽にご参加ください。

31日（木）、9月1日（金）、4日（月）、6日（水）、8日（金）、
11日（月）、15日（金）

【おひさまひろば（保健福祉センター２階）】
☎52・7123（役場こども課）
不定期（午前9時～正午、午後1時～3時）

　こあら

◎ベビーマッサージ
■日時　8月24日（木）午前10時～10時40分
■定員　10組程度
■対象　生後2ヶ月～ハイハイまで
■持ち物　バスタオル
※申込必要：期間8月7日(月)～17日(木）
◎日本茶カフェに来ませんか?
■日時　9月6日（水）午前10時～11時
■定員　保護者のみ15人程度
　（お子様はスタッフがサポートします）
■参加費　100円程度
※申込必要：期間8月24日（木）～9月4日（月）
※当日午前中のこあらの利用は申し込みの人のみ
とします。

【こあら（みょうじょうこども園内）】
☎53・0550　月～金（午前9時～正午、午後1時～3時）

　なりひら保育所

なりひら保育所園庭開放しています!
☎55・3210　月～金（午前9時～午後4時）

　児童センター

◎水あそび
■日時　8月1日(火)、2日(水)、4日(金)、8日(火)、
　　　　9日(水)、10日(木)
　　　　午前10時～11時30分
■対象　明和町在住の未就学児
※申込不要
※天候により中止の場合があります。
☎52・2519　月～土（午前9時～午後5時）
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司
法
書
士
無
料
相
談
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

相
続
、
不
動
産
の
登
記
、
会
社

の
登
記
、
借
金
問
題
、
成
年
後
見
、

裁
判
手
続
等
に
つ
い
て
司
法
書
士

に
よ
る
無
料
相
談
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

■
日
時　

８
月
17
日
（
木
）

　

午
後
６
時
～
８
時

　
（
最
終
受
付　

午
後
７
時
30
分
）

■
開
催
場
所　

松
阪
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
松
阪
市
日
野
町
７
８
８

番
地　

カ
リ
ヨ
ン
プ
ラ
ザ
３
階
）

■
主
催

　

三
重
県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部

■
連
絡
事
務
局

　

司
法
書
士　

鈴
木
陽
介

☎
０
５
９
８
・
23
・
４
６
３
８

　

司
法
書
士　

古
田
顕
子

☎
０
５
９
８
・
21
・
１
５
１
８

司
法
書
士
に
よ
る
「
あ
き
ら
め
な
い
で  

全
国
一

斉
養
育
費
相
談
会  

～
子
ど
も
の
か
け
が
え
の
な

い
今
と
、未
来
の
た
め
に
～
」開
催
の
お
知
ら
せ

　

三
重
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

と
全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
で

は
、
養
育
費
に
関
す
る
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

９
月
２
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
面
談
相
談　

三
重
県
司
法
書
士

会
に
て
（
津
市
丸
之
内
養
正
町
17

番
17
号
）

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

■
電
話
相
談

　

☎
０
１
２
０
・
５
６
７
・
３
０
１

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
相
談
料
は
無
料
で
す
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

■
担
当
者　

三
重
県
青
年
司
法
書

士
協
議
会　

水
谷　

元
彦

■
問
い
合
わ
せ
先

　

☎
０
５
９
・
３
６
４
・
３
６
３
１

【
地
域
の
市
民
活
動
を
応
援
す
る
】

　

第
６
回
住
友
理
工「
夢
・
街
・
人
づ
く
り
助
成
金
」申
請
団
体
募
集
！

　

住
友
理
工
（
株
）
と
松
阪
市
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー（
指
定
管
理
者
：

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｍ
ブ
リ
ッ
ジ
）
の
協

働
に
よ
る
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
住

友
理
工
「
夢
・
街
・
人
づ
く
り
助

成
金
」
事
業
を
今
年
度
も
実
施
い

た
し
ま
す
。

　

こ
の
地
域
の
市
民
活
動
団
体
が

実
施
す
る
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」、

「
青
少
年
育
成
」、「
ま
ち
づ
く
り
」、

「
市
民
活
動
支
援
」、「
自
然
環
境

と
の
共
存
」
の
５
つ
の
分
野
に
関

す
る
事
業
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

人
件
費
の
計
上
も
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
松
阪
市
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
募
集
部
門

　
「
夢
づ
く
り
ス
タ
ー
ト
部
門
」

　

上
限
５
万
円
（
最
大
４
団
体
）

　
「
街
・
人
づ
く
り
部
門
」

　

上
限
10
万
円
（
最
大
２
団
体
）

■
募
集
期
間

　

８
月
１
日
（
火
）
～
31
日
（
木
）

　

※
当
日
消
印
有
効

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

松
阪
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
９
８
・
26
・
０
１
０
８

　

FAX
０
５
９
８
・
25
・
３
８
０
３

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

katsudou@
m

a.m
ctv.ne.jp

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http//w
w

w
.katsudou.com

介
護
有
資
格
者
Re
ス
タ
ー
ト
研
修

【
参
加
者
募
集
中
！
】

　

資
格
は
持
っ
て
い
る
け
れ
ど
、

「
経
験
が
な
い
」「
ブ
ラ
ン
ク
が
あ

る
」
等
、
介
護
の
仕
事
を
す
る
こ

と
に
不
安
を
お
持
ち
の
人
に
、
不

安
や
悩
み
を
解
消
し
、
福
祉
・
介

護
の
現
場
で
活
躍
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
対
象　

介
護
の
資
格
を
お
持
ち

で
、
①
現
在
、
福
祉
・
介
護
の
仕

事
を
し
て
い
な
い
人　

②
介
護
士

と
し
て
復
帰
後
、
概
ね
１
年
未
満

の
人

■
開
催
期
日　

９
月
21
日
（
木
）、

29
日
（
金
）、
他
に
施
設
体
験
２

日
間

■
会
場　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
響
ホ
ー
ル
伊
勢
（
伊
勢
市

観
光
文
化
会
館
）
４
階　

大
会
議

室
１

■
定
員　

30
人

■
参
加
費　

無
料

■
内
容　

介
護
保
険
制
度
に
つ
い

て
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
、

認
知
症
ケ
ア
、
就
職
相
談　

な
ど

※
他
に
、
津
会
場
［
11
月
28
日

（
火
）、
12
月
６
日
（
水
）］
で
も

開
催
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
法
人　

三
重
県
社
会
福

祉
協
議
会　

三
重
県
福
祉
人
材

セ
ン
タ
ー
（
津
市
桜
橋
２
丁
目

１
３
１
）

　

☎
０
５
９
・
２
２
７
・
５
１
６
０

　
（
平
日
／
午
前
９
時
～

午
後
５
時
15
分
）
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いつきのみや歴史体験館からお知らせ

☆講座with体験② ～いにしへの体験～
　「遊びを芸術にする雅な遊び」
　平安時代、貴族たちは雅な箱庭を作り楽しんで
いました。「州浜（すはま）」という古代の箱庭を
文献などから学ぶ講座を約 30 分と、実際に「ミ
ニ州浜」を作る体験をしましょう。

■体験日時：８月 27 日（日）
　午前10時～11時30分／午後２時～３時30分
■参加費：無料
■定員：各回 20 人（定員を超えた場合は抽選）
■申し込み予約：８月１日（火）～ 13 日（日）
■対象：小学生～大人
　（小学生３年生以下は保護者同伴）

☆えらんで楽しい夏休み体験
　蛤に絵を描く「合貝づくり」、巻物に物語を描
く「絵巻物づくり」、人形に絵付けをする「王朝
人形づくり」の３種類を体験していただけます。
　夏休みの思い出づくりや宿題など、お友達、ご
家族でお楽しみください。

■日時：８月 12 日（土）
　午前 10 時～正午／午後１時～４時
　（当日受付・最終受付午後３時）
■参加費：合貝づくり………………… 500円
　絵巻物づくり・王朝人形づくり… 各1000円

申し込み・その他の体験等の問い合わせは、
いつきのみや歴史体験館（☎ 52・3890）へ。

ふるさと会館からお知らせ

○８月のおはなし会
「てんとうむし」による読み聞かせ
■内容：絵　本「スイミー」
　　　　紙芝居「うみのおまつり」
■日時：８月 12 日（土）午後２時 30 分～
■場所：ふるさと会館１階児童室

「会館スタッフ」による読み聞かせ
■日時：８月 24 日（木）午前 11 時～
■場所：ふるさと会館 1 階児童室

「おはなし小槌」の皆さんによる読み聞かせ
■内容：絵　本「おひさまとおつきさまのけんか」
　　　　　　　 「たっくんひろちゃんのちょうとっきゅう」
　　　　紙芝居「こがねむしのぶいぶい」
■日時：８月 27 日（日）午後２時～
■場所：ふるさと会館１階児童室

○ワークショップ「マジックを楽しもう」
　「明和マジッククラブ」の皆さんによるマジッ
クと体験を楽しみます。
■日時：８月26日（土）午前10時30分～11時30分
■場所：ふるさと会館２階多目的室
■受付：８月８日（火）正午～
■募集人数：20 人

○特別企画展「明和町の海と遺跡」開催中
■期間：８月 27 日（日）まで
■場所：ふるさと会館特別展示場

○「明和町の海と遺跡」の展示説明会を開催
■日時：８月５日（土）午前 10 時～ 11 時
■場所：ふるさと会館特別展示場

○8月特別展「ヒロシマ・ナガサキパネル展」を開催
■期間：８月 30 日（水）まで
■場所：ふるさと会館１階フロア

○「夏休み中学生図書館ボランティア」を募集
　本の返却作業や書架整理などのボランティアを
募集しています。応募は、平日の午前 9 時 30 分
～午後 3 時 30 分までに、めいわ市民活動サポー
トセンター（☎ 52・7129）へお申し込みください。

○「図書館の仕事体験」の参加者を募集
■期間：８月15日以降２週間を予定しています。
■体験：期間内の１日、午前 10 時～午後３時
■対象：町内の小学６年生

○８月の休館日
7日（月）、14日（月）、21日（月）、28日（月）、31日（木
／館内整理日）
※８月11日（金／海の日）は祝日開館いたします。
※詳しくは、ふるさと会館（☎ 52・7131）へお
問い合わせください。
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（2017年）

23



明和町
マスコットキャラクター

©MEIWA town office.

め い 姫

今月号の主な内容

6月22日に行われた下御糸小学校児童らによる水生生物調査の様子
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期 間 明和町情報番組め～ナビ 内容

8月3日（木）～
8月10日（木）

8月10日（木）～
8月17日（木）

8月17日（木）～
8月24日（木）

8月24日（木）～
8月31日（木）

8月31日（木）～
9月7日（木）

●ニュース：①人権センター夕涼み会
　　　　　 ②ＡＬＴ退庁式･入庁式　ほか
●トピックス：明和遺産～津島神社 お社塔の屋根葺き替え～

●ニュース・トピックス総集編（1月～8月）

●ニュース：①大淀衹園祭
　　　　　 ②夏休みちゃれんじきっず　ほか
●トピックス：老人クラブ連合会ミニ運動会

●ニュース：①サマーカーニバルin大淀
　　　　　 ②志貴の精霊相撲　ほか
●トピックス：覚えておきたい げんき☆レシピ ～骨太クッキング～

●ニュース：①中村の安産祈祷相撲
　　　　　 ②社協ふれあい祭り　ほか
●トピックス：大淀衹園祭

６：00
７：00
８：00
９：00

10：00
11：00
12：00
13：00
14：00
15：00
16：00
17：00
18：00
19：00
20：00
21：00
22：00
23：00

0：00
1：00

明和町情報番組 め～ナビ
00分　～　ニュース
10分頃～　トピックス
40分頃～　文字放送
50分頃～　お天気
※繰り返し放送

放送時間・番組

※明和町行政チャンネルは「松阪ケーブルテレビ」網で放送しています。放送内容は、原則として毎週木曜日の正午（午後
０時）に更新します。また、放送内容・時間等を予告なく変更する場合がありますので、ご了承ください。

　詳しくは、防災企画課（☎52・7112）へお問い合わせください。

明和町行政チャンネル番組表 〈8月3日（木）～9月7日（木）〉
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